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大津雲山
秦野生まれの南画家

（1885-1971）

1971（昭和46） 4月22日逝去。金剛寺に葬られる。86

1951（昭和26） 同好の士と漢詩同人会「南秦吟社」を創立。66

1945（昭和20） 太平洋戦争の激化に伴い、郷里秦野に疎開。一時
金剛寺に身を寄せ、後に尾尻へ転居した。

60

1921（大正10） 第3回帝展に「山水図」を出品。36

1917（大正6） 大正天皇御前揮毫。32

1911（明治44） 松林桂月に弟子入り。故郷の雨降山（大山）に由来
する雲山の号を授かる。

26

1899（明治32） 秦野在住の南画家・森崎和三郎に師事。
竹外の号を授かる。

14

1893（明治26） 秦野在住の南画家・山田永耕に師事。 8

1891（明治24） 菩提寺の金剛寺に仏弟子として入門。住職から雪舟
の逸話を聞いたことで、画で身を立てる決心をする。

6

1885（明治18） 1月29日、大住郡東田原村（現・秦野市東田原）にて
大津角次郎の四男として生まれる。本名は市造。
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年号 満年齢 出来事

震生湖春漁 弘法庵晩鐘 実朝塚夕照

秦 野 八 勝 図

　中
国
の
「
南な

ん
し
ゅ
う
が

宗
画
」
の
略
語
で
、
江
戸
時
代
に
伝
来
し
た
南
宗
画
を
も
と

に
日
本
独
特
の
も
の
と
し
て
生
ま
れ
た
「
南な

ん
が画
」
。
そ
の
世
界
で
脚
光
を
浴

び
た
の
が
秦
野
出
身
の
画
家
、
大お

お
つ
う
ん
ざ
ん

津
雲
山
（
１
８
８
５
︱
１
９
７
１
）
で
あ

る
。
太
平
洋
戦
争
以
前
は
東
京
で
活
躍
し
、
戦
争
が
激
化
し
て
か
ら
は
故
郷

秦
野
へ
疎
開
。
戦
後
は
秦
野
で
多
大
な
足
跡
を
残
し
た
〝
ロ
ー
カ
ル
ス

タ
ー
〟
大
津
雲
山
に
迫
る
。

掛
け
軸
や
屏
風
、
色
紙
作
品

で
構
成
が
練
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
開
幕
に
向
け
て
企

画
展
が
周
知
さ
れ
始
め
る

と
、
市
民
か
ら
連
絡
が
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
う
ち
に
も
作
品
が
あ
る

か
ら
よ
か
っ
た
ら
使
っ
て
」

　展
示
を
担
当
し
た
市
職
員

の
小
林
巧
さ
ん
（
31
）
は
、

「
大
津
雲
山
が
描
い
た
絵
の

掛
け
軸
な
ど
市
民
の
方
か
ら

３
、
４
点
を
お
借
り
し
て
、

急
き
ょ
展
示
に
組
み
込
み
ま

し
た
。
企
画
展
を
や
っ
て
み

て
、
市
民
が
大
津
雲
山
に
愛

着
を
持
っ
て
い
る
の
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

東
田
原
生
ま
れ

地
元
画
家
に
師
事

　雲
山
は
、
１
８
８
５
（
明

治
18
）
年
に
大
住
郡
東
田
原

村
（
現
在
の
秦
野
市
東
田

原
）
に
生
ま
れ
る
。
本
名

「
市
造
」
。
菩
提
寺
の
金
剛

寺
（
東
田
原
）
に
仏
弟
子
と

し
て
入
門
し
、
住
職
か
ら
雪

舟
の
逸
話
を
聞
き
画
家
を
志

す
よ
う
に
。
初
期
は
、
地
元

の
南
画
家
の
山
田
永
耕
や
森

崎
和
三
郎
に
教
わ
っ
た
。

　そ
も
そ
も
南
画
と
は
、
中

国
の
南
宗
画
に
由
来
し
、
こ

れ
を
日
本
的
に
解
釈
し
た
絵

画
で
あ
る
。
水
墨
画
の
一
種

で
、
柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
で
山

や
水
、
花
、
鳥
を
描
い
た
作

品
が
多
い
。

れ
る
べ
く
、
１
９
４
５
（
昭

和
20
）
年
、
雲
山
は
生
ま
れ

育
っ
た
秦
野
へ
妻
と
と
も
に

疎
開
。
息
子
は
戦
死
し
、
妻

も
直
後
に
こ
の
世
を
去
っ

た
。
人
生
の
大
き
な
転
機
を

迎
え
た
雲
山
だ
っ
た
が
、
地

元
の
支
援
者
の
存
在
も
あ
っ

て
か
故
郷
で
創
作
を
続
け
て

い
く
。

　学
芸
員
の
大
倉
さ
ん
は
雲

山
の
人
物
像
に
つ
い
て
こ
う

語
る
。
「
有
力
者
か
ら
財
政

的
支
援
を
受
け
た
り
、
弟
子

が
い
た
り
と
い
う
点
か
ら
、

お
そ
ら
く
人
当
た
り
が
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
。

後
に
漢
詩
を
詠
む
よ
う
に

な
っ
た
雲
山
は
、
同
人
会

「
南
秦
吟
社
」
を
創
立
。
手

が
け
た
絵
に
、
漢
詩
を
添
え

た
作
品
が
残
っ
て
い
る
。

　秦
野
の
風
景
を
題
材
に
し

た
「
秦
野
八
勝
図
」
で
は
、

震
生
湖
や
弘
法
山
、
実
朝
首

塚
と
郷
里
を
存
分
に
描
写
。

雲
山
の
絵
は
、
掛
け
軸
や
屏

風
と
し
て
今
も
な
お
市
内
の

家
々
に
残
る
。
春
の
企
画
展

を
手
が
け
た
小
林
さ
ん
は
、

「
地
域
に
愛
さ
れ
た
大
津
雲

山
を
後
世
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

　は
だ
の
歴
史
博
物
館
で

は
、
雲
山
作
品
の
寄
贈
を
受

け
付
け
て
い
る
。

　上
京
後
、
小
室
翠
雲
や
松

林
桂
月
と
い
っ
た
著
名
な
画

家
に
師
事
。
そ
の
桂
月
か

ら
、
故
郷
の
雨
降
山
（
大

山
）
に
由
来
す
る
「
雲
山
」

の
名
を
授
か
る
。
頭
角
を
現

し
て
い
っ
た
雲
山
は
、
１
９

１
７
（
大
正
６
）
年
に
天
皇

の
御
前
で
揮
毫
し
腕
前
を
披

露
。
「
帝
展
」
な
ど
当
時
の

代
表
的
な
公
募
展
で
も
多
く

の
栄
誉
を
受
け
た
。

　そ
ん
な
目
覚
ま
し
い
活
躍

を
見
せ
て
い
た
雲
山
。
「
戦

前
は
中
央
で
勝
負
し
て
い
た

が
、
戦
争
に
よ
っ
て
活
動
が

変
化
し
て
い
っ
た
」
と
、
は

だ
の
歴
史
博
物
館
の
学
芸

員
・
大
倉
潤
さ
ん
（
57
）
は

解
説
す
る
。

太
平
洋
戦
争
が
転
機

「
中
央
」
→
「
地
域
」

　太
平
洋
戦
争
の
戦
火
を
逃

　今
年
３
月
上
旬
、
は
だ
の

歴
史
博
物
館
（
堀
山
下
）
で

は
市
制
施
行
70
周
年
記
念
の

企
画
展
「
大
津
雲
山
展
︱
秦

野
に
生
ま
れ
た
南
画
家
︱
」

（
３
月
29
日
～
５
月
25
日
）

の
準
備
が
進
ん
で
い
た
。
10

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
雲
山

展
は
、
博
物
館
が
所
蔵
す
る

南
画
家

　大
正
天
皇
御
前
で
揮
毫
も

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
大
津
雲
山

山
水
図
屏
風

弘
法
山
に
あ
る
大
津
雲
山
の
顕
彰
記
念
碑

　秦野市が「彫刻のまち」
なのを知っていますか？駅周辺や公園など、実は景観に調
和し、さりげなく身近にアートが存在しています。
　NITTANパークおおねや鶴巻温泉駅周辺にもさまざ
まな彫刻が存在していますが、作品名や制作者はご存じ
でしょうか？「はだの文化通信ハルモニア」内で少しずつ紹
介していきます。散策ついでに、見つけてみてくださいね。

はだの
彫刻探訪

NITTAN
パーク
おおね

『天空の塔』作・横山徹

『誕生』作・小島弘 『宿借り（おかえりなさい）』
作・西巻一彦

『飛翔』
作・ティエリー・ヴィデ

鶴巻温泉駅

Vol.９

９月２８日㈰開催「たばこ祭」

対象 小学１年生～中学３年生小学１年生～中学３年生
参加無料参加無料

９月28日
午後１時20分～3時20分

問秦野市観光振興課 ☎0463-82-9648

※隊列に加わりたばこ音頭を踊ります

本　番
７月26日㈯ 本町公民館 多目的ホール
８月  ６日㈬ 本町公民館 多目的ホール
８月24日㈰ 本町公民館 多目的ホール
９月  ４日㈭ 西公民館 多目的ホール
９月20日㈯ 本町公民館 和室

練　習
※都合のつく日に
参加でOK

参加者にはパレードで着用する「オリジナルハッピ」をプレゼント！

申込は
こちらから

申込締切  ８月29日㈮
各日付
午後１時30分～3時


